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水
産
庁
は
、
１
月
２７
日
午

後
１
時
３０
分
か
ら
農
林
水
産

省
７
階
講
堂
に
お
い
て
、
平

成
２２
年
度
漁
港
漁
場
関
係
担

当
課
長
会
議
を
開
催
し
、
都

道
府
県
漁
港
漁
場
整
備
担
当

課
長
ら
関
係
者
約
１
２
０
名

が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
、
佐
藤
正
典
水

産
庁
長
官
が
「
資
源
管
理
・

漁
業
所
得
補
償
対
策
、
６
次

産
業
化
法
案
等
課
題
が
あ
る

が
、
水
産
資
源
回
復
の
た
め

の
水
産
環
境
の
整
備
あ
る
い

は
流
通
拠
点
の
漁
港
衛
生
管

理
に
一
層
の
重
点
を
置
い
た

形
で
施
策
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
橋
本
牧
漁
港
漁
場

整
備
部
長
が
、
漁
港
漁
場
整

備
を
め
ぐ
る
最
近
の
状
況
に

つ
い
て
「
資
源
管
理
・
漁
業

所
得
補
償
対
策
の
導
入
で
公

共
事
業
全
体
の
予
算
が
前
年

度
比
８８
・
０
％
と
な
り
、
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

是
非
工
夫
し
て
問
題
が
解
決

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

ま
た
、
地
域
自
主
戦
略
交

付
金
と
い
う
新
し
い
交
付
金

が
で
き
た
。
ど
う
い
う
施
策

に
ど
う
い
う
対
応
を
し
て
い

く
か
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
各
課
の
説
明
に

移
り
、
計
画
課
の
宇
賀
神
義

宣
課
長
が
「
特
定
第
３
種
漁

港
に
お
け
る
衛
生
管
理
対
策

の
補
助
率
を
２
分
の
１
か
ら

３
分
の
２
に
引
き
上
げ
る
。

２３
年
度
は
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
の
最
終
年
度
と
な

る
。
す
で
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
関
係
作
業
は
や
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
漁
港
漁
場

整
備
を
め
ぐ
る
課
題
、
問
題

点
を
抽
出
し
て
い
き
、
今
後

の
整
備
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
作
業
が
続
い
て
い
く
の
で

今
後
と
も
協
力
願
い
た
い
。

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
半

数
が
放
置
艇
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
法
律
に
基
づ
い
て
係

留
禁
止
区
域
の
指
定
、
係
留

許
可
区
域
の
指
定
等
を
進
め

て
い
き
、
放
置
艇
の
解
消
に

努
力
し
て
ほ
し
い
。

漁
港
指
定
数
が
２
９
１
４

あ
る
が
、
市
町
村
合
併
や
漁

協
合
併
も
進
ん
で
い
る
な

か
、
１
種
、
２
種
漁
港
が
同

じ
市
町
村
に
あ
る
場
合
、
漁

港
も
ま
と
め
ら
れ
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
検
討
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
法
律
は
継
続
審
議
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
と
お

れ
ば
大
臣
の
許
可
が
な
く
、

漁
港
の
指
定
が
変
え
ら
れ
る

の
で
考
慮
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
、
続
い
て
各
担

当
者
が
計
画
課
予
算
等
の
説

明
を
行
っ
た
。

田
中
郁
也
事
業
班
長
か
ら

は
、
水
産
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
資
源
管
理
・
漁
業

所
得
補
償
対
策
の
創
設
に
伴

い
前
年
比
０
・
８８
と
な
っ
て

い
る
。
水
産
環
境
整
備
の
推

進
、
流
通
拠
点
漁
港
に
お
け

る
衛
生
管
理
対
策
の
推
進

等
、
施
策
の
重
点
化
（
メ
リ

ハ
リ
）
を
つ
け
る
。
長
期
計

画
に
基
づ
く
成
果
目
標
と
そ

の
達
成
を
図
る
事
業
と
の
対

応
を
明
確
化
す
る
た
め
シ
ン

プ
ル
な
事
業
体
系
と
す
る
た

め
大
括
り
化
。
特
３
漁
港
に

お
け
る
衛
生
管
理
対
策
の
推

進
（
拡
充
）
、
漁
港
施
設
機

能
強
化
事
業
の
採
択
条
件
の

見
直
し
及
び
農
山
漁
村
地
域

整
備
交
付
金
の
一
部
を
新
た

に
創
設
さ
れ
た
地
域
自
主
戦

略
交
付
金
へ
の
移
行
す
る
こ

と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。次

に
、
防
災
漁
村
課
の
本

田
直
久
課
長
が
「
強
い
水
産

業
づ
く
り
交
付
金
を
は
じ
め

と
す
る
施
設
整
備
事
業
は
、

省
内
全
体
の
方
針
と
し
て
基

本
的
に
補
助
か
ら
融
資
へ
と

な
っ
て
い
る
。
農
業
、
漁
業

ご
と
に
所
得
補
償
制
度
を
導

入
し
所
得
が
補
償
さ
れ
る
の

で
、
自
前
の
資
金
と
融
資
を

あ
わ
せ
て
施
設
を
作
る
と
い

う
の
が
基
本
と
い
う
こ
と

で
、
強
い
水
産
業
づ
く
り
交

付
金
の
予
算
が
減
っ
て
い

る
。
し
か
し
本
当
に
必
要
な

も
の
は
別
途
計
上
す
る
と
い

う
こ
と
が
一
方
で
あ
る
。
施

設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
当
に
必
要
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
踏
ま
え
て
要
望
し
な

い
と
、
結
果
的
に
枠
か
ら
は

み
出
て
し
ま
う
結
果
に
な
る

の
で
、
よ
く
吟
味
し
た
上
で

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
も

ら
い
た
い
。

予
算
自
体
が
漁
業
者
あ
る

い
は
市
町
村
と
い
っ
た
現
場

へ
の
直
接
交
付
に
変
わ
っ
て

い
る
の
で
、
県
の
皆
さ
ん
に

は
タ
ッ
チ
し
に
く
い
部
分
も

出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
や
は
り
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い

う
の
は
県
に
蓄
積
さ
れ
て
い

る
わ
け
な
の
で
引
き
続
き
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
た
後
、
各
担
当
者
が
防
災

漁
村
課
の
予
算
等
を
説
明
し

た
。続

い
て
、
整
備
課
の
説
明

に
移
り
、
高
吉
晋
吾
課
長
が

「
直
轄
漁
場
整
備
事
業
で
、

日
本
海
西
部
海
域
の
赤
が
れ

い
、
ず
わ
い
が
に
に
加
え
、

五
島
列
島
の
西
方
沖
で
湧
昇

流
に
よ
る
漁
場
整
備
事
業
が

加
わ
っ
て
い
る
。
特
定
３
種

漁
港
に
お
け
る
水
産
物
の
衛

生
管
理
強
化
対
策
の
施
設
整

備
の
補
助
率
嵩
上
げ
等
が
あ

っ
た
が
、
国
が
高
度
衛
生
管

理
計
画
の
策
定
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
該
当

県
に
お
い
て
は
協
力
を
お
願

い
す
る
」
と
整
備
課
の
業
務

に
つ
い
て
話
し
、
担
当
者
が

予
算
、
会
計
実
施
検
査
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

な
お
、
本
会
議
に
お
い
て

平
成
２３
年
度
主
要
漁
港
漁
場

関
係
会
議
等
の
予
定
（
別
表
）

が
示
さ
れ
た
。
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（
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協

会
は
、
平
成
２３
年
２
月
８
日

（
火
）
午
前
１０
時
よ
り
、
東

京
都
港
区
の
石
垣
記
念
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
平
成
２２
年
度

漁
港
漁
場
講
習
会
を
開
催
し

た
。こ

の
講
習
会
は
昭
和
４２
年

か
ら
漁
港
講
習
会

と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
た
が
、
平
成

１４
年
か
ら
は
事
業

の
統
合
に
よ
り

「
漁
場
部
門
」
も

取
り
入
れ
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
。

講
習
会
は
、
主

催
者
で
あ
る
（
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協

会
田
中
潤
兒
会
長

の
「
こ
の
講
習
会

の
内
容
は
、
都
道
府
県
、
市

町
村
な
ど
で
実
務
を
担
っ
て

い
る
皆
様
に
出
来
る
だ
け
最

新
の
情
報
を
提
供
す
べ
く
時

宜
を
得
た
テ
ー
マ
を
選
ぶ
よ

う
努
め
て
い
る
。
特
に
昨
今

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
と
い
う
こ
と
で
、
公
共
事

業
予
算
は
大
幅
に
削
減
さ
れ

て
お
り
、
従
っ
て
出
来
る
だ

け
効
率
的
、
経
済
的
な
事
業

の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
に
は
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
を
問
わ
ず
幅
広
い
技

術
や
情
報
の
蓄
積
と
結
集
が

要
求
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
平
成
２３
年
度
の
水

産
基
盤
整
備
関
係
予
算
の
概

算
決
定
の
内
容
や
、
現
在
の

第
２
次
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
が
２３
年
度
で
最
終
年
度

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
長

期
計
画
に
関
す
る
事
柄
と
、

次
の
新
た
な
計
画
の
核
と
な

る
と
予
想
さ
れ
る
水
産
環
境

整
備
、
衛
生
管
理
対
策
及
び

漁
村
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
た
だ
く
。
皆
様

が
こ
の
講
習
会
の
内
容
を
現

場
、
浜
に
持
ち
帰
り
、
こ
れ

を
活
か
し
て
水
産
業
の
振

興
、
漁
村
活
性
化
に
大
い
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
る
」
と
の
開

会
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
橋
本

牧
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
よ
り
「
来
年
度
は
長
期
計

画
の
最
終
年
度
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
の
事
業
の
成
果
等
に

つ
い
て
し
っ
か
り
分
析
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え

今
後
の
水
産
業
、
漁
村
の
た

め
の
事
業
展
開
方
策
に
つ
い

て
全
国
的
な
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。
こ
の
講
習
会
は

我
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
課

題
や
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に

つ
い
て
担
当
官
か
ら
直
接
説

明
で
き
る
良
い
機
会
で
あ

り
、
こ
れ
を
知
識
、
情
報
を

蓄
積
、
共
有
す
る
第
一
ス
テ

ッ
プ
と
し
、
関
係
す
る
皆
さ

ん
が
力
を
合
わ
せ
て
効
果
的

な
事
業
が
推
進
出
来
る
体
制

づ
く
り
に
向
け
て
努
力
し
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た

今
年
度
の
講
習
会
は
、
水

産
基
盤
整
備
事
業
と
つ
く
り

育
て
る
漁
業
の
予
算
の
概
要

説
明
を
は
じ
め
、
現
在
、
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
に
お

い
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
事
業
内
容
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
官
か
ら
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
分
か

り
易
い
説
明
が
行
わ
れ
た
。

受
講
生
は
、
都
道
府
県
、

市
町
村
の
行
政
担
当
者
が
６

割
以
上
を
占
め
、
２３
年
度
以

降
の
水
産
庁
の
動
向
を
直
接

聞
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
か

ら
、
皆
熱
心
に
説
明
を
聞
い

て
い
た
。

講
義
内
容
と
講
師
は
次
の

通
り
。
（
敬
称
略
）

○
平
成
２３
年
度
水
産
基
盤

整
備
事
業
予
算
の
概
要＝

水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
課
長

宇
賀
神
義
宣

○
平
成
２３
年
度
つ
く
り
育

て
る
漁
業
予
算
の
概
要＝

水

産
庁
増
殖
推
進
部
栽
培
養
殖

課
総
括
課
長
補
佐

渡
邉
英

直
○
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
に
つ
い
て＝

水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
課
長
補

佐

伊
藤
敏
朗

○
水
産
環
境
整
備
の
推
進

に
向
け
て＝

水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
計
画
課
計
画
官

米
山
正
樹

○
漁
港
漁
場
に
お
け
る
品

質
・
衛
生
管
理
対
策
に
つ
い

て＝

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
計
画
課
係
長

高
師
拓
也

○
６
次
産
業
化
等
の
取
組

を
通
じ
た
漁
村
の
活
性
化＝

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防

災
漁
村
課
課
長
補
佐

中
村

克
彦○

減
災
計
画
策
定
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て＝

水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課

課
長
補
佐

渡
邉
浩
二

○
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整

備
事
業
に
つ
い
て＝

水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
整
備
課
課

長
補
佐

内
田
智

全
国
水
産
都
市
三
団
体
連

絡
協
議
会
（
会
長
・
浅
野
亨

特
定
第
三
種
漁
港
都
市
等
・

全
国
主
要
水
産
都
市
商
工
会

議
所
連
絡
協
議
会
会
長
（
石

巻
商
工
会
議
所
会
頭
）
）
の

平
成
２２
年
度
定
期
総
会
が
、

２
月
７
日
午
後
１
時
３０
分
か

ら
東
京
都
内
の
東
京
商
工
会

議
所
で
開
催
さ
れ
、
三
団
体

を
構
成
す
る
特
定
第
三
種
漁

港
市
長
協
議
会
、
特
定
第
三

種
漁
港
都
市
等
・
全
国
主
要

水
産
都
市
商
工
会
議
所
連
絡

協
議
会
及
び
全
国
市
議
会
議

長
会
特
定
第
三
種
漁
港
協
議

会
の
関
係
者
ら
５０
名
余
が
出

席
し
た
。

冒
頭
、
浅
野
亨
会
長
が
「
昨

年
１１
月
に
本
協
議
会
を
構
成

す
る
三
団
体
は
、
特
３
漁
港

の
衛
生
管
理

対
策
を
国
の

直
轄
事
業
で

実
施
す
る
こ

と
を
要
請
す

る
行
動
を
行

い
一
定
の
成

果
を
得
る
こ

と

が

出

来

た
。
今
後
と

も
三
つ
の
団

体
が
三
位
一

体
で
活
動
し

て

い

き

た

い
」
と
開
会
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
山
田
正

彦
民
主
党
水
産
振
興
議
員
連

盟
会
長
が
「
資
源
管
理
の
徹

底
を
図
り
、
所
得
補
償
で
浜

の
漁
師
が
食
べ
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
漁
業
問
題

に
す
り
か
え
ら
れ
て
い
る

が
、
国
の
形
が
変
わ
る
く
ら

い
生
活
に
か
か
わ
る
大
き
な

問
題
だ
。
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

挨
拶
の
後
、
栗
原
博
日
本
商

工
会
議
所
流
通
・
地
域
振
興

部
長
、
重
義
行
（
社
）
大
日

本
水
産
会
専
務
理
事
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
橋
本
牧
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
長
に
よ
る

「
漁
港
漁
場
整
備
に
つ
い
て

（
平
成
２３
年
度
予
算
を
中
心

に
）
」
と
題
す
る
講
演
が
あ

り
、
特
３
漁
港
に
お
け
る
衛

生
管
理
に
対
応
し
た
整
備
に

補
助
率
を
三
分
の
二
に
引
き

上
げ
て
補
助
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
「
今
後
１０
年
間
で
特
３

漁
港
の
衛
生
管
理
を
現
在
の

３０
％
弱
か
ら
８０
％
に
ま
で
引

き
上
げ
る
計
画
で
あ
り
、
特

３
漁
港
の
衛
生
管
理
対
策
の

向
上
が
他
へ
波
及
し
て
定
着

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

講
演
の
後
、
浅
野
会
長
を

議
長
と
し
て
議
事
に
入
り
、

平
成
２２
年
度
の
役
員
選
任
結

果
の
報
告
及
び
２１
年
度
事
業

報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
２１

年
度
歳
入
歳
出
決
算
、
２２
年

度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
２２

年
度
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全

て
原
案
通
り
承
認
、
決
定
さ

れ
た
。
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
２

月
２
日
正
午
か
ら
自
民
党
本

部
で
総
会
を
開
き
、
平
成
２２

年
度
の
会
務
・
会
計
報
告
に

続
き
、
平
成
２３
年
度
水
産
基

盤
整
備
関
係
予
算
に
つ
い
て

水
産
庁
の
説
明
を
聴
い
た
。

水
産
、
漁
港
漁
場
関
係
団

体
の
関
係
者
が
傍
聴
す
る

中
、
北
村
誠
吾
事
務
局
長
の

司
会
で
議
事
が
進
め
ら
れ

た
。冒

頭
、
衛
藤
会
長
が
「
景

気
の
停
滞
が
続
き
、
特
に
地

方
の
疲
弊
が
著
し
い
。
水
産

業
で
は
、
デ
フ
レ
等
で
魚
価

が
低
迷
し
た
な
か
で
、
猛
暑

に
よ
る
高
水
温
の
た
め
赤
潮

の
発
生
や
漁
獲
の
変
調
な
ど

の
影
響
も
出
て
い
る
。

世
界
的
に
水
産
物
の
需
給

の
ひ
っ
迫
が
見
通
さ
れ
る

中
、
国
民
に
安
全
な
水
産
物

を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く

と
い
う
水
産
業
、
漁
村
の
役

割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
な
か
で
海
域

環
境
の
整
備
や
衛
生
管
理
対

策
の
強
化
な
ど
漁
港
・
漁
場

・
漁
村
等
の
水
産
基
盤
の
整

備
は
、
水
産
業
の
振
興
は
勿

論
、
地
方
の
活
性
化
を
図
る

上
で
も
重
要
。

平
成
２３
年
度
の
水
産
基
盤

整
備
事
業
予
算
は
、
要
求
額

と
同
額
を
確
保
で
き
た
と
は

い
え
、
２２
年
度
と
同
様
大
変

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
予
算
の
概
算
要
求
に

お
い
て
「
小
規
模
漁
港
の
整

備
抑
制
」
が
言
及
さ
れ
た
。

議
連
と
し
て
は
、
小
規
模
漁

港
は
重
要
で
あ
り
支
え
て
い

く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、「
抑

制
」
の
文
言
の

削
除
と
予
算
の

増
額
等
を
求
め

る
特
別
決
議
を

行
い
、
農
林
水

産
大
臣
は
じ
め

財
務
省
、
農
水

省
に
強
く
要
請

を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

全
国

の

水

産

業
、
漁
村
を
支

え
て
い
く
た
め
、
今
後
の
各

位
の
積
極
的
活
動
を
お
願
い

す
る
。
」
と
挨
拶
し
た
。
続

い
て
、
北
村
事
務
局
長
・
会

計
幹
事
が
会
務
・
会
計
報
告

を
行
い
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
２３
年
度
水
産
関
係

予
算
の
説
明
に
移
り
、
先
ず

太
田
豊
彦
漁
政
課
長
が
水
産

庁
全
体
の
予
算
の
説
明
を
行

い
、
続
い
て
橋
本
牧
漁
港
漁

場
整
備
部
長
が
、
２３
年
度
水

産
基
盤
整
備
事
業
予
算
は
総

額
７
２
４
億
円
と
前
年
度
比

８８
・
０
％
に
な
っ
た
中
で
、

特
定
第
３
種
漁
港
に
お
け
る

衛
生
管
理
対
策
の
推
進
（
補

助
率
の
嵩
上
げ
）
、
漁
港
施

設
機
能
強
化
事
業
の
採
択
条

件
の
見
直
し
、
集
落
環
境
整

備
の
事
業
内
容
の
拡
充
及
び

水
産
環
境
整
備
の
推
進
等
充

実
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
た
。

説
明
の
後
、
意
見
交
換
を

行
い
、
出
席
議
員
か
ら
「
予

算
額
が
大
幅
に
減
っ
た
た

め
、
地
方
の
整
備
要
望
に
対

応
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
」
「
今
年
度
の
農
山
漁
村

地
域
整
備
交
付
金
か
ら
水
産

基
盤
整
備
に
ど
れ
だ
け
使
わ

れ
た
の
か
」
「
藻
場
や
干
潟

の
造
成
に
よ
り
赤
潮
被
害
が

出
な
く
な
っ
た
例
も
あ
る
。

今
後
の
赤
潮
対
策
に
役
立
て

る
べ
き
」
と
い
っ
た
懸
念
や

意
見
と
と
も
に
、
農
山
漁
村

地
域
整
備
交
付
金
や
新
設
の

地
域
自
主
戦
略
交
付
金
で
の

予
算
確
保
の
要
求
が
出
さ
れ

た
。
最
後
に
衛
藤
会
長
が
「
予

算
の
減
額
が
続
い
て
い
る

が
、
こ
の
回
復
に
向
け
て
覚

悟
を
決
め
て
努
力
し
た
い
」

と
締
め
く
く
り
閉
会
し
た
。

総
会
に
は
衛
藤
会
長
、
北

村
事
務
局
長
の
ほ
か
、
阿
部

俊
子
、
金
子
恭
之
、
金
田
勝

年
、
木
村
太
郎
、
中
谷
元
、

野
田
毅
の
８
名
の
衆
議
院
議

員
、
礒
崎
陽
輔
、
加
治
屋
義

人
、
末
松
信
介
、
鶴
保
庸
介
、

野
村
哲
郎
、
山
本
順
三
の
６

名
の
参
議
院
議
員
が
出
席
し

た
。
代
理
出
席
は
２３
名
。

平
成
２３
年
度
の
国
の
水
産

関
係
重
点
施
策
で
あ
る
資
源

管
理
・
漁
業
所
得
補
償
対
策

の
予
算
が
概
算
決
定
さ
れ
、

総
額
５
１
８
億
円
が
計
上
さ

れ
た
。
概
算
要
求
に
比
べ
３９

億
円
減
額
と
な
っ
た
が
、
必

要
額
の
精
査
に
よ
る
も
の

で
、
事
業
内
容
に
変
更
は
な

い
。農

林
水
産
省
で
は
、
１
月

中
に
東
京
、
仙
台
、
神
戸
、

札
幌
、
福
岡
で
都
道
府
県
庁

及
び
水
産
関
係
団
体
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
資
源
管
理
・
漁
業
所

得
補
償
対
策
大
綱
等

の
関
係
資
料
を
水
産

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
。

こ
の
対
策
の
主
体

と
な
る
資
源
管
理
・

漁
業
収
入
安
定
対
策

の
予
算
額
は
５
１
０

億
円
で
、
そ
の
内
訳

は
�
資
源
管
理
に
取

り
組
む
漁
業
者
に
対

す
る
補
助
（
漁
業
収

入
安
定
対
策
事
業
）

４
０
０
億
円
、
�
資

源
管
理
指
針
策
定
・

資
源
管
理
計
画
履
行

確
認
等
に
対
す
る
支

援
（
資
源
管
理
体
制

推
進
事
業
）
５
・
８

億
円
、
�
資
源
管
理

計
画
等
の
推
進
に
対
す
る
支

援
（
資
源
管
理
指
針
等
推
進

事
業
）
０
・
９
億
円
、
�
漁

業
共
済
の
加
入
漁
業
者
に
対

す
る
掛
金
助
成
（
漁
業
災
害

補
償
法
に
基
づ
く
掛
金
国
庫

補
助
）
１
０
４
億
円
。

計
画
的
に
資
源
管
理
に
取

り
組
む
漁
業
者
を
対
象
に
、

漁
業
共
済
及
び
「
積
立
ぷ
ら

す
」
の
仕
組
み
を
活
用
し
て

減
収
補
て
ん
等
を
行
い
、
漁

業
経
営
の
安
定
を
図
る
も
の

で
あ
り
、
漁
業
共
済
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
漁
業
種
類

（
沿
岸
・
沖
合
・
遠
洋
漁
業

及
び
養
殖
業
）
が
広
く
対
象

と
な
る
。

漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業

で
は
、
資
源
管
理
計
画
等
に

参
加
す
る
漁
業
者
が
漁
業
共

済
に
加
入
す
る
場
合
、
従
来

の
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ

く
漁
業
共
済
掛
金
の
国
庫
補

助
に
加
え
、
通
常
の
掛
金
の

自
己
負
担
額
（
附
加
掛
金
を

除
く
）
の
半
分
の
上
乗
せ
助

成
が
受
け
ら
れ
る
（
全
体
平

均
で
、
掛
け
金
の
約
３０
％
相

当
の
助
成
と
な
る
）。

ま
た
、
漁
業
共
済
と
併
せ

て
「
積
立
ぷ
ら
す
」
の
契
約

を
し
、
計
画
に
基
づ
く
管
理

措
置
を
確
実
に
履
行
し
た
漁

業
者
が
、
災
害
や
不
漁
等
に

よ
り
減
収
と
な
り
、
基
準
収

入
（
直
近
５
年
の
漁
業
収
入

の
う
ち
最
大
と
最
小
値
を
除

い
た
中
庸
３
カ
年
の
平
均

値
）を
下
回
っ
た
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
そ
の
割
合
が
１０

％
以
上
２０
％
以
内
の
時
は

「
積
立
ぷ
ら
す
」
の
積
立
金

（
積
立
割
合
は
漁
業
者
１
・

国
３
）
の
払
戻
し
で
、
２０
％

以
上
の
時
は
積
立
金
と
共
済

金
の
支
払
い
に
よ
り
、
減
収

に
応
じ
た
補
て
ん
が
受
け
ら

れ
る
（
但
し
、
漁
業
種
類
に

よ
り
、
補
て
ん
が
開
始
さ
れ

る
減
収
の
割
合
は
異
な
る
）。

漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業

に
よ
る
支
援
を
受
け
る
に

は
、
国
又
は
都
道
府
県
が
策

定
す
る
「
資
源
管
理
指
針
」

に
基
づ
い
て
、
漁
業
者
団
体

等
が
自
主
的
な
休
漁
や
操
業

制
限
等
の
資
源
管
理
措
置
に

つ
い
て
記
載
し
た
「
資
源
管

理
計
画
」
を
作
成
し
、
計
画

に
参
加
す
る
漁
業
者
が
管
理

措
置
（
関
連
す
る
公
的
規
制

を
含
む
）
を
確
実
に
履
行
す

る
こ
と
、
及
び
漁
業
共
済
に

実
質
加
入
す
る
こ
と
が
要
件

と
さ
れ
て
い
る
。
養
殖
業
の

場
合
は
、
資
源
管
理
計
画
に

代
わ
り
、
持
続
的
養
殖
生
産

確
保
法
に
基
づ
く
「
漁
場
改

善
計
画
」
を
作
成
し
、
記
載

さ
れ
た
措
置
の
履
行
が
必

要
。
な
お
、
資
源
管
理
又
は

漁
場
改
善
措
置
の
履
行
確
認

は
、
国
又
は
都
道
府
県
ご
と

に
設
け
ら
れ
る
資
源
管
理
協

議
会
（
仮
称
）
が
行
う
。

漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業

の
実
施
主
体
は
、
全
国
漁
業

共
済
組
合
連
合
会
で
あ
り
、

各
都
道
府
県
の
漁
業
共
済
組

合
（
及
び
事
務
所
）
と
協
力

し
て
事
業
を
実
施
す
る
。

現
在
、
水
産
庁
、
都
道
府

県
、
漁
業
者
団
体
及
び
共
済

団
体
で
は
、
４
月
か
ら
の
資

源
管
理
・
漁
業
収
入
安
定
対

策
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を

急
い
で
い
る
。

（
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
技

術
研
究
所
は
平
成
２２
年
度
か

ら
、
漁
港
の
漂
砂
対
策
を
促

進
し
よ
う
と
す
る
漁
港
管
理

者
を
支
援
す
る
た
め
、
漂
砂

問
題
診
断
を
実
施
し
、
漁
港

管
理
者
に
漂
砂
対
策
の
考
え

方
等
を
提
案
し
て
い
る
。

ま
た
、
漁
村
水
環
境
研
究

会
と
共
同
で
漁
集
排
施
設
老

朽
化
簡
易
診
断
を
実
施
し
、

施
設
の
老
朽
化
状
況
の
報
告

と
対
策
の
提
案
を
行
う
な

ど
、
管
理
者
の
長
寿
命
化
計

画
策
定
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

平
成
２３
年
度
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
「
漂
砂
問
題

診
断
」
及
び
「
漁
集
排
施
設

老
朽
化
簡
易
診
断
」
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
診

断
を
希
望
す
る
漁
港
及
び
施

設
を
募
集
し
て
い
る
。

《
漂
砂
問
題
診
断
》

○
対
象
漁
港
数＝

１０
漁
港

程
度○

診
断
の
方
法

・
現
地
調
査
及
び
既
往
資

料
に
基
づ
く
漂
砂
解
析
に
よ

る
現
状
分
析
、
対
策
の
検
討

・
現
状
分
析
結
果
及
び
対

策
の
考
え
方
の
報
告
、
堤
案

○
費
用
分
担＝
原
則
と
し

て
当
研
究
所
が
負
担

○
実
施
時
期＝

平
成
２３
年

５
月
中
旬
～
９
月
末

○
申
込
期
間＝

平
成
２３
年

１
月
２０
日
～
３
月
１０
日

○
申
込
み
方
法＝

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//w
w

w
.ji-

fic.o
r.jp

/

）
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
担

当
者
宛
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。

○

担

当＝

（
財
）
漁
港
漁

場
漁
村
技
術
研

究
所

加
藤
広
之
、
山
本
竜

太
郎

《
漁
集
排
施
設
老
朽
化
簡
易
診
断
》

○
予
定
診
断
数＝

３０
施
設

程
度

○
診
断
の
方
法＝

施
設
の

簡
易
診
断
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
、
維
持
管
理
資
料
か
ら
、

老
朽
化
状
況
を
判
定
し
、
対

策
を
提
案

○
費
用
分
担＝

原
則
と
し

て
当
研
究
所
と
漁
村
水
環
境

研
究
会
が
負
担

○
実
施
時
期＝

平
成
２３
年

５
月
中
旬
～
９
月
末

○
申
込
期
間＝

平
成
２３
年

１
月
２８
日
～
４
月
１１
日

○
申
込
み
方
法＝

漂
砂
診

断
に
同
じ

○
担
当＝

（
財
）
漁
港
漁

場
漁
村
技
術
研
究
所

朝
倉

由
紀
子
、
山
本
竜
太
郎

農
林
水
産
省
（
水
産
庁
）

及
び
国
土
交
通
省
（
海
事
局
、

港
湾
局
、
河
川
局
）
は
、
漁

港
・
港
湾
・
河
川
の
３
水
域

を
対
象
に
放
置
艇
の
全
国
実

態
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
「
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
艇
対
策

に
関
す
る
検
討
懇
談
会
」
を

開
催
し
て
い
る
。

第
２
回
目
の
検
討
懇
談
会

が
１
月
２８
日
（
金
）
午
後
２

時
よ
り
、
東
京
麹
町
の
海
事

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
８
階
会
議
室

に
お
い
て
、
委
員
及
び
行
政

機
関
担
当
者
並
び
に
調
査
実

施
担
当
者
等
の
関
係
者
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

調
査
は
、
若
干
減
少
傾
向

に
は
あ
る
も
の
の
依
然
と
し

て
多
い
放
置
艇
の
保
管
場
所

の
義
務
化
の
た
め
の
基
礎
調

査
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
漁
港
・
港
湾
・
河
川
に

お
け
る
放
置
艇
の
全
国
実
態

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

検
討
懇
談
会
で
は
、
�
全

国
実
態
調
査
結
果
（
暫

定
値
）
の
報
告
、
�
出

席
委
員
か
ら
の
話
題
提

供
、
�
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
放
置
艇
対
策
推
進

計
画
（
素
案
）
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

今
後
更
に
２
回
程
度

検
討
懇
談
会
を
開
催
し

て
結
論
を
出
す
予
定
で

あ
る
。

１
月
１１
日
（
火
）

千
葉
県
農
林
水
産
部
水

産
局
漁
港
課
長
居
城
伸
治

氏
１
月
１３
日
（
木
）

水
産
庁
次
長
宮
原
正
典

氏
千
葉
県
漁
港
漁
場
協
会

長
（
勝
浦
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
）
浅
野

恒
郎
氏
、
同
協
会
常
務
理

事
鶴
岡
国
二
氏
、
同
協
会

主
幹
西
脇
康
子
氏

１
月
２８
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
理

事
（
国
連
大
学
高
等
研
究

所
い
し
か
わ
・
か
な
ざ
わ

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ

ニ
ッ
ト
所
長
）
あ
ん
・
ま

く
ど
な
る
ど
氏
、
国
連
大

学
メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ブ
ラ
ン
ド

か
お
り
氏

（
社
）
福
岡
県
漁
港
漁
場

協
会
（
会
長
・
八
並
康
一
行

橋
市
長
）
は
２
月
２
日
、
福

岡
市
内
「
ホ
テ
ル
レ
ガ
ロ
福

岡
」
で
、
水
産
庁
、
福
岡
県

農
林
水
産
部
水
産
局
水
産
振

興
課
の
協
力
（
後
援
）の
下
、

市
町
及
び
関
係
者
３５
名
の
参

加
者
を
得
て
「
第
２４
回
福
岡

県
市
町
水
産
関
係
幹
部
職
員

研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
研

修
会
で
は
、
水
産
基
盤
整
備

事
業
予
算
の
概
要
、
減
災
計

画
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明

な
ど
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は

熱
心
に
聴
講
し
た
。
内
容
お

よ
び
講
師
は
次
の
と
お
り
。

・
平
成
２３
年
度
水
産
基
盤

整
備
予
算
の
概
要
と
そ
の
特

徴
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課
課
長
補
佐

田
中
郁

也
・
減
災
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

防
災
漁
村
課
課
長
補
佐

内

山
裕
三

・
平
成
２３
年
度
漁
港
整
備

事
業
の
概
要
に
つ
い
て

福
岡
県
農
林
水
産
部
水
産

局
水
産
振
興
課
係
長

田
中

悦
史・

平
成
２３
度
漁
場
整
備
事

業
の
概
要
に
つ
い
て

福
岡
県
農
林
水
産
部
水
産

局
水
産
振
興
課
参
事
兼
漁
場

整
備
係
長

�
�
稔
洋

・
漁
港
管
理
に
つ

い
て福

岡
県
農
林
水
産

部
水
産
局
水
産
振
興

課
課
長
補
佐
兼
施
設

管
理
係
長

因
幡
明

臣

平
成
２３
年
度
予
算
で
意
見
交
換

��	
�	�
�� �	�

自
１
月
４
日

漁漁

港港

往往

来来

至
１
月
３１
日

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
連

検
討
懇
談
会
を
開
催

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
艇
対
策
で

挨拶する衛藤会長

検討懇談会の様子

漁 港 漁 場 月 報

事業予算
５１８億円

資源管理・漁業所得補償対策

福
岡
県
市
町
水
産
関

係
幹
部
職
員
研
修
会

（
財
）漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
が
募
集

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

漂
砂
問
題
診
断

平平
成成
２２３３
年年
度度

漁
集
排
施
設
老
朽
化
簡
易
診
断

挨拶する八並会長

�����


